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3 一 裁決 の 重要 性 





1 一 裁決 の 主題 は 生命 や 財産 や 尊厳 な ど 人 々 の 諸 権 利 に お いて 、 彼 ら の 間 に 判 決 を 下す 
と いう こと で す 。 そ れ ゆ え そ の 重要 性 は 非常 な も の で ある と 言え ます 。 と いう の も 裁判 
は 係争 中 の 者 た ち を 裁く 際 、 当 事 者 の どちら か 一 方 の 自分 に 対す る 近親 性 や 友人 関係 、 ま 
た 彼 が 自分 に と っ て 利益 の 望ま れる よう な 地位 の 持ち 主 だ っ た り 、 あ る い は その 権力 を 芝 
れる よう な 指導 者 的 立場 の 者 だ っ た りす る こと で 公正 な 裁決 を し 損ね る 危険 性 が ある か ら 
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2 一 裁判 官 は イス ラー ム 法 見 解 に 関す る 知識 と 法典 拠 の 研究 、 及 び 正 答 に 到達 する こと に 
お いて 非常 な 精神 的 努力 を 払い 、 か つつ 身体 的 に も 多大 な 労力 を 費やし ます 。 ア デッラ ー は 彼 
が 不正 を 犯さ な い 限 り 彼 と 共に あり ます が 、 彼 か ら 生 じ る 不正 は 全て 彼 自 身 に 帰 さ れ ま す 。 




























































































人 @ 裁判 官 の 種類 と その 任務 : 


二 宇 商 の デメ ジー は こう 州 ら れ ま し だ : 。 ダー ウー ド ( グ ビ ピ デ ) 上 よ 、 われ ら (アッ ラク 
ー の こと ) は あな た を 地上 に お ける 代理 人 と し た 。 ゆ え に 人 々 の 間 を 真理 で も っ て 裁く の 
だ 。 そ し て 私 欲 を 追求 し て 、 自 ら を アッ ラー の 道 か ら 迷 わせ て は な ら な い 。 実 に アッ ラー 
の 道 か ら 迷 っ た 者 に は 清算 の 日 を 忘れ た か ど で 、 厳 し い 懲 凡 が ある の だ 。, (クル アー ン 
38 : 26) 











2 一 プラ イダ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ テー の 使徒 (後に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 裁 き 手 に は 3 種類 ある : 内 2 人 は 地獄 行き で 、1 人 
が 天国 に 入る の だ 。( つ まり ) 真理 を 知り 、 そ れ で も っ て 裁 いた 者 は 天国 に 入る 。 そ し て 和 無 
知 で も っ て 人 の 間 を 裁 い た 者 は 地獄 に 入り 、 ま た 判決 に お いて 不正 を 働い た 者 も また 地獄 
次 る の だ 1 プー グー クー ド と イク シュ マージ その 伝 り 





























































































































3-ー ア ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 人 の 間 の 裁き 手 と な る 者 は 、 刃 物 な し で 層 ら れる よ 
うな も の で ある 2。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 3 





























@⑯ 人 を 裁く 権威 を 求め る こと に 関し て : 








真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3573) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2315)。 文章 は イブ 
・ マ ー ジ ャ の も の 。 
R 者 注 : そこ に は 非常 な 困難 や 苦労 が ある こと を 示し て いる と か 、 また は その 任務 に お いて 遭遇 し た 試 
よっ て 自ら の 宗教 を 損ね て し まう 可能 性 が ある こと を 示し て いる な ど と も 解 さ れ て いま す 。 
真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3572) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2308)。 
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人 を 裁く 権威 を 求め ぶた り 、 ま た それ を 熱望 し た りす る べき で は あり ませ ん 。 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ブ ド ッ ラフ マー ン ・ ブ 
ン ・ サ ムラ よ 、 人 を 治め る 権威 を 求め る の で は な い 。 も し 自ら 要求 し て それ を 獲得 し た の 
な ら ば 、 あ な た は そこ に お いて 助力 を 得 ら れ な いで あろ う 。 し か し も し 自ら 要求 する こと 
な くそ の 任務 を 与え られ た の な ら 、 そ こ に お いて 助力 を 授 か ろ う 。」( ア ル テ ブ ハー リー と 
ムスリム の 伝承 



















































































4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7147) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1652) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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